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 生命のしくみ 1 2 ○ 1

 物質と自然のしくみ 1 2 ○

 生命の化学 1 2 ○

 情報科学 1 2 ○

総 小計( 4科目) － 0 8 0 1 0 0 0 0

 生命倫理 1 2 ○

 心と身体の健康 1 2 ○

合  環境と健康 1 2 ○

 東洋医学と西洋医学 1 2 ○

 生薬の科学 1 2 ○

教  スポーツと健康 1 2 ○

 生涯スポーツⅠ 1 1 ○

 生涯スポーツⅡ 1 1 ○

育  スポーツ社会学 1 1 ○

 スポーツコーチング論 1 1 ○

 アスレティックトレーナー概論Ⅰ 1 1 ○

科  アスレティックトレーナー概論Ⅱ 1 1 ○

 アスレティックトレーナーの役割 1 2 ○ 1

小計( 13科目) － 3 17 0 0 0 1 0 0

目  英語表現法Ⅰ 1 2 ○

 英語表現法Ⅱ 1 2 ○

 英語表現法Ⅲ 2 2 ○

 国語表現法 1 2 ○

 中国語 2 2 ○

小計( 5科目) － 6 4 0 0 0 0 0 0

 人体の構造Ⅰ 1 2 ○

 人体の構造Ⅱ 1 1 ○

専  人体の構造実習 1 1 ○

 人体の機能Ⅰ 1 2 ○

門  人体の機能Ⅱ 1 1 ○

 人体の機能実習 1 1 ○

教  基礎運動学Ⅰ 1 1 ○ 1

 基礎運動学Ⅱ 2 1 ○ 1

育  基礎運動学実習 2 1 ○ 1 1

 人間発達学 2 2 ○ 1

科 小計( 10科目) － 13 0 0 1 0 1 0 1

 医学概論 1 2 ○

目  衛生・公衆衛生学Ⅰ 2 1 ○

 衛生・公衆衛生学Ⅱ 2 1 ○

 病因・病態学Ⅰ 2 1 ○

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数

様式第２号（その２）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（保健医療学部 理学療法学科）

専任教員等配置

備考

－

－

－

－

授業形態

科学的思考の
基盤分野

人間と生活
分野

言語とコミュニ
ケーション分野

人体の構造と
機能及び心身
の発達分野

疾病の障害の
成り立ち及び
回復過程の促
進分野

- 1 -



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等配置

備考
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 病因・病態学Ⅱ 2 2 ○

 免疫学 3 1 ○

 内科診断学 2 2 ○

 内科各論 2 2 ○

 外科診断学 2 1 ○

 外科各論 2 2 ○

 整形外科学 2 1 ○ 1

 神経内科学 2 1 ○

 臨床心理学概論 1 1 ○

 心身医学 2 1 ○

 加齢医学（老年医学） 2 1 ○

専  小児・産婦人科学 3 1 ○

 皮膚科・感覚機能医学 2 1 ○

 麻酔蘇生学 2 1 ○

 食品栄養学 3 1 ○

門  臨床生理学 3 1 ○

 医学推計学 3 1 ○

小計( 21科目) － 12 14 0 1 0 0 0 0

 リハビリテーション概論 1 1 ○ 1

教  保健医療福祉概論 1 1 ○ 1

小計( 2科目) － 2 0 0 2 0 0 0 0

 理学療法概論 1 1 ○ 1

 運動療法概論Ⅰ 1 1 ○ 1

育  運動療法概論Ⅱ 2 1 ○ 1

 運動療法概論実習 2 1 ○ 1 1

 日常生活活動学 2 1 ○ 1

 動作分析学 2 1 ○ 1

科  感染管理学 1 1 ○

 安全管理学 1 1 ○

小計( 8科目) － 8 0 0 1 0 2 0 1

 評価学総論Ⅰ 1 1 ○ 1

目  評価学総論Ⅱ 2 1 ○ 1

 評価学実習Ⅰ 2 1 ○ 1 1

 評価学実習Ⅱ 3 1 ○ 1 1

 検査測定学 2 1 ○ 1

小計( 5科目) － 5 0 0 0 0 1 0 1

 骨関節疾患理学療法学Ⅰ 2 1 ○ 1

 骨関節疾患理学療法学Ⅱ 2 1 ○ 2

 骨関節疾患理学療法学Ⅲ 3 2 ○ 2

 脳血管障害理学療法学Ⅰ 2 1 ○ 1

 脳血管障害理学療法学Ⅱ 2 1 ○ 1

 脳血管障害理学療法学Ⅲ 3 2 ○ 1

 神経筋疾患理学療法学Ⅰ 3 1 ○ 1

 神経筋疾患理学療法学Ⅱ 3 1 ○ 1

 小児疾患理学療法学Ⅰ 3 1 ○

 小児疾患理学療法学Ⅱ 3 1 ○

－

－

－

－

理学療法治療
学分野

保健医療福祉
とリハビリテー
ションの理念分
野

基礎理学療法
学分野

理学療法評価
学分野
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 脊髄損傷理学療法学 3 1 ○ 1

 老人理学療法学 3 1 ○ 1

 内部障害理学療法学 3 1 ○ 1

 義肢装具学 2 1 ○ 1

 義肢装具学実習 3 1 ○ 1 1

 物理療法学 2 1 ○ 1

専  物理療法学実習 3 1 ○ 1 1

 総合理学療法学 3 1 ○ 1

小計( 18科目) － 20 0 0 1 0 5 0 1

門  地域理学療法学総論 3 2 ○ 2

 地域理学療法学各論 4 2 ○

小計( 2科目) － 4 0 0 0 0 2 0 0

教 臨床実習科目  臨床評価実習 3 2 ○

 理学療法臨床実習Ⅰ 3 6 ○

 理学療法臨床実習Ⅱ 4 6 ○

育  理学療法臨床実習Ⅲ 4 6 ○

 理学療法臨床セミナー 3 2 ○ 1

小計( 5科目) － 22 0 0 0 0 1 0 0

科 発展科目  東洋医学概論 4 1 ○

 東洋医学と理学療法特論 4 1 ○ 1

 神経難病理学療法特論 4 1 ○ 1

目  精神疾患理学療法特論 4 1 ○ 1

 スポーツ理学療法特論 4 1 ○ 2

 基礎ゼミⅠ 1 1 ○ 1

 基礎ゼミⅡ 1 1 ○ 1

 理学療法研究法 4 4 ○ 3

小計( 8科目) － 11 0 0 1 0 4 0 0

－ 106 43 0 4 0 5 0 2

　　学士（理学療法学）

卒業要件

４年以上にわたり128単位以上の単位を取得

履修方法

－

学位又は学科の分野 　　保健衛生学関係学位又は称号

－

－

－

－合　　計（101科目）

科学的思考の基盤分野から６単位以上を必修。
人間と生活分野中、選択科目から７単位以上を選択し、１０単位を必修。
言語とコミュニケーション分野中、選択科目から２単位以上を選択し、８単位を
必修。
専門教育科目中、選択科目から７単位以上を選択し、１０４単位を必修。

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等

１学年の学期区分 ２　期

１学期の授業期間 １５　週

１時限の授業時間 ９０　分

地域理学療法
学分野
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